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Ⅰ　緒言

長野市小田切地区は長野市街地の西部に位置する丘陵

傾斜地で，昭和29年4月1日に長野市に合併されるまで

は上水内郡小田切村と称した。この地区は農業を営んで

いる戸数が総戸数の約92％を占めている農山村であるが

専業農家は約13％と極めて少なく，働き手の大部分が長

野市街地へ勤めに出たり，土木作業に従事するなどの兼

業農家がほとんどである。また土地の低匝生産性，あい

つぐ地すべり，水源不足，不便な交通等が絡み合って，

表1に示すように過疎現象が続いている1）。

表1小田切地区の戸数および人口の動き

（長野市統計替　57年版2）より）
0昭和55年より戸数・人口がふえているのは，54年に地蔵平

地区に新団地が造られたためやある。

（58年9月未でこの地区の戸数は106戸である）
ロ地蔵平地区は」、田切小・中学校の通学区には入っていない。

昭和36年8月下旬にこの地区の小田切小・中学校匿お

いて，長野県短期大学地域社会文化研究会の「鼻山村の

児童生徒をめぐる環境調査3）」の1部門として，食生活

に関する実態調査を行なった。その後20年余を経た今

日，著しく変容した社会環境の影響を受けて，この地区

の食生活も当然変ってきているであろうと推定される。

今回はその実状を把撞すべく前報3）とほぼ同様の調査を

行なったので，その結果を報告する。

Ⅱ　調査方法および対象

調査対象は小田切小・中学校全員の家庭で，昭和57年

8月24・25・26日の3日間にわたり調査を行なった。調

査項目は3日間の食事・おやつの内容および食生活に関

する事項（炊事担当者，共食の有魚　食べたいものおよ

びその充足鼠食事の手伝いなど）である。調査用紙は

小・中学生を通じて各家敵軍己布し，児童生徒と家族の

炊事担当者によって用紙に記入する方法をとり，小・中

学校で回収した。（回収率　95．2％）

Ⅲ　調査結果および考察

1生活用水および調理器具・駄科について

この地区は年間雨量1000mm程度と少なく，また地質

構造とも相まって水源に乏しい地区である1）。市水道は

昭和53年に完備され，54年より給水されたが，前回（昭

和36年）の調査時では簡易水道が大部分普及していた。

しかし，炊事の実際に当ってほ，この簡易水道と共に井

戸や池の水もかなり利用されていた8）ので，今回，同様

の調査を行なった結果が図2である。生括用水はほとん

ど水道を使うようになり，水道が使いよく設備されたこ

と，衛生観念が普及したことなどがうかがえる。

また食事の内容および食生活に影響があると考えられ

る調理券具の保有状況，炊事用燃料について調べた結果

を表2に示した。

電気・ガス合わせてはぼ全家庭にいき渡っている自動

炊飯器は，36年当時は13．7％であった。そのはか冷蔵

嵐　電子レソジなどの電化製品も都市なみに普及してい

表2　調理器具の保有状況および炊事用燃料について

調　理　器　具 冓�tﾉzb�調　理　器　具 兢ｹtﾉzb�

電気自動炊飯器 ガス自動炊飯器 冷蔵庫 ，冷凍庫 電子レソジ 天火 ����8�｢�3x�CR�s(�C"�嶋��b�S(�C��#X�C��3��CR�すり鉢 泡立券 ミキサー ����8�｢����C��Sh�C��3��C��

炊事用燃料 凉駅�zb�

ま　　　　　き ����8�｢�#��C"�

ト　ー　ス　タ　ー 鉄��C��炭 ���

フ　ラ　イ　パ　ソ 涛X�C��れ　ん　た　ん ���CB�

中　　華　　鍋 涛8�C��石　　　　　油 ��(�CR�

蒸　　し　　韓 涛H�CB�プロパソガス 涛H�CB�

圧　力　鍋 はうろく 鼎H�CB�3��Cb�電　　　　　気 �3��C��
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□昭和57年

鞄昭和36年

図1水の用途別実態調査

る4）。一方，古くからのほうろく（やきもちを焼くのに

使える）のような調理券具も30％の保有率である。

前回ほぼ全家庭で使用されていたまきは，29．2％に減

少し，36年当時2．1％の利用率しかなかったプロパソガ

スはほとんどの家庭に普及している。

調理設備の面では，都市生活なみの整備がされてきて

表3　主食の状況

年度l 表の食事別l 毯叛 ���諸��SyD����+(ﾛ偉ｹ�Cs(ﾌｸ�｢�凵@昭和36年 （調査戸数218空） 

朝哀座食l夕食 劔*��易���uｹ���

ご　　ほ　　ん 塔8�C2�75．5 �#X�CR�10．2 ����C��6．9 

蒙．ご　ほ　ん 塗�CR�5．6 滴�C&��89．4 0．3 塔��C����C"�36．1 53．1 

その他の 　ごほん頬 滴�Cb�1．4 ��8�C��

′ヽ　　　　　　　　ソ ���CR�8�C"���CB���CR�0．9 ���CR�

め　　ん　　塀 �0．5 �#��C�����C2�

おやき ごほん＋パソ ごほん＋めん頬 ごほん＋詣窟 パン＋めん類 �0．5 1．9 0．5 店�C����8�x�8�b����C2���C2�4．0 

主　食　な　し �0．5 ���CR�

記　入　な　し �12．9 ���SS��

いずれも調査戸数3日間中の出現率（％）
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（複数回答）

いるといえる。

2　食事の内容

①　主食の換り方

主食についての調査結果を蓑3に示した。

昭和36年には麦飯が約90％の家庭で食べられていた

が，現在は約6％と大変少ない。昭和54年の国民栄養調

査5）の結果をみると，朝食でのごほんものの割合は63．4

％であり，パソは32．3％である。これと比較するとこの

地区では朝食のごほんの割合が非常に高い。このことが

食事パターソにも影響を与えていると考えられる。

また夕食についてみると，国民栄養調査の結果ではご

ほんものが77％と朝食より高い率になっている。この地

区の夕食ではごほんが少なく，めん頻の割合が高い。・こ

の傾向は前回の調査と同様である。しかし，めん煩とい

っても前回は姪とんどうどんだけであったのが，今回は

ひやむぎ，冷し中華そば，スパゲティーなど多垣にわた

っている。夕食のごほんの中で井物，カレーなど副食の

加わったものが約1．4％の家庭で食べられているのと合

わせて，主食の種類が豊富になってきていることがわか

る。

㊥　副食について

副食の品数についてみた結果が表4である。

朝食は副食の品数が多い。夕食ではめん煩，粉食の主
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表4　副食の品数

調査戸数　72戸

表5　副食の調理法

み　　そ　　汁 ����8�｢�（％） ����8�｢�（％） ����8�｢�（％） 91．6 塔(�CB�31．2・ 都H�CR���C"�56．9 �#(�C��

す　ま　し　汁 ���C��0．5 ���C���2．9 

その他の汁物 剴��S����3．5 

炒め物・油いた め �3H�3B�26．1 ��H�C��9．8 ����C��2．4 

蒸　　し　　物

寄　せ　物l　巨51111－l－

あえ物戯

サ　　ラ　　ダ ；：；11；：；1鳥
生　　野　　菜

き　　し　　み

生卵（＋ゆで卵）

潰　け　物i70・7

25・0135・朝3・8

36．0】26．6

つくだ煮

缶　　詰

その他

出現頻度（％）＝出現数／食数×100

食が増加することもあり，副食数は少ない。品数の点か

らみると朝食が重視されているようである。

副食の調理法について調べた結果は表5のようであ

る。前回に比べ，油を使った油いため，天ぷらなどがふ

え，みそ汁，凍け物，焼き魚，生野菜なども増加してい

る。朝食ではみそ汁，炒め物，揚げ物，焼き魚，卵焼き，

生野鼠凍け物などがよく食べられている。朝・昼食に

比べ夕食で多いものには，焼き肉（ハソノミ－グを含む），

あえ物，サラダ，生野菜などがある。

㊥　食事パターソについて

食事パターンとしては，飯に汁と演け物が添えられる

だけでなく，動・植物性の副菜がそれぞれ加わることが

好ましいと考える。表6については，D型がそれに該当

する0この蓑によると一日の三食のうち，D型は朝食で

65・3％と多く，昼食31．0％，夕食37．9％と少なくなって

いる0また，表6の五・F塾は粉物が主食の食パターソ

であるが，粉食に動・植物性の副菜が加わった好ましい

食事パターソは夕食に土5．3％見られる。これに飯を主食

としたD型の夕食の割合を加えると53．2％となるが，そ

れでもD型の朝食より低い。この現象からこの地区の家

庭の一日の食執軋朝食に重点があるように見受けられ

る0前回の調査でも朝食では飯を中心としてしっかりと

した食事をし，夕食はほとんどがめん顕，粉物などで軽

い食事であった。食事内容が豊かになった現在も，前回

と同様な食習慣が続いていることがみとめられる。

一般に都市生活者は朝食を簡単にし，夕食に重点をお

く傾向であるが・この地区の朝食を重視する食習慣は非

常に健康的である。この食習慣も食生掛こおける主体的

な姿勢に支えられて継続されないと，時代の風潮に染ま

って都市化されてしまうのではないかと危惧される。今

後もこの良い食習慣が永続されることを望むものであ

る。

また衷6に示されているように，前回の調査では見ら

れなかった献立の2本立が出現している0朝食で2．8％，

夕食で4・6％と割合としては少ないものであるが，兄の

がすことはできない。この事実は，家族の中で個人の好

みが優先されて，同一の献立でない食事をとるようにな

ったことを示すものである。この背景には，この地区も

各塩の食材料が入手しやすくなったことに加えて，プロ

パソガスの導入，電化調理器具の都市なみの普及などに

よって，調理が簡単になったなどの理由があると考えら

れる0家庭の食事にあっては，家族の年令や健唐状態の

差異によって，全く同一の食物をとることができない場

合もあるが，原則として主献立はひとつでありたい。家

族がひとつの食卓を囲み，その中で嗜好を譲歩し合い，

健康を労り合うという家族同意の人間関係があれば，献

19
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表6　食事パターソについて

朝　　食　t　昼　　食l　夕　　食1食事全体

調査戸数　72戸　　　　　　　　　　　（植）：植物性食品の副食物（含海草）

％＝該当数／各々の食事回数×100　　　（動）：動物性食品の入った副食物

パソ食は数が少ないので合計の％で示した。

立は2本立てにしなくても，家族それぞれが満足できる

食事をとり得るものと考える。

（む　おやつについて

おやつについての調査結果は蓑7のとおりである。

前回の調査では3日とも食べない家庭が13％あったの

に此ペ，「3日とも食べた」が94．4％とほとんどの家庭

で毎日食べられている。しかし，甘い英子・甘い飲料・

アイスクリームなどの糖分の多いものがいずれも30％以

上の出現頻度で，砂糖の摂りすぎが心配される。またお

やつの中でうちで作ったおやつとしてほ，前回ではくだ

20

もの35．6玖野菜4．6％のほかにごほん，おにぎり，う

す焼きが20％以上あった。今回はとうもろこし，野菜，

くだものなどを含めても15．6％であり，これらのものを

除くと，手作りのおやつの割合は3′一4％と非常に少な

い。

3　食事材料の使用頻度

①　食品摂取状況

食事材料の使用頻度を表8に示した。

朝食で頻度の高いものには，米，みそ，野菜，魚貝炉，

いも，卵，海草類などがあり，夕食で多いものには，小
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表7　おやつの摂取状況

おやつの摂取状況　72戸中の割合（％）

おやつの数　％＝該当数／全体のおやつの回数×ユ00

おやつの種類　％＝出現数／72戸×3日×100

表9　使用回数の増加した食品

麦粉，めん煩，米，野菜，肉類，魚介類などがある。淡

色野菜は95％前後とよく使用されているが，緑黄色野菜

は50％程度と少ない。前回に比べ，めだって使用回数が

増加したのは，表9のような食品であり，特に蛋白質性

食品に急激な増加がみられる。このことは前回の蛋白質

表8　食事材料の使用頻度

餌事‾‾罰 食事材料＼寒声＝ 剪ｩ　食 �(ｸ�����夕　食 

215 ��モ�215 

穀　妖 兔B�99．5 涛h�C��64．7 

押　　　　蒙 塗�CR�5．9 滴�Cr�

小　　麦　粉 ����Cr�11．2 �#��C��

めん類（謀を） �(�C��3．2 鼎h�CR�

ハ　　　　　　　　　ン’ 店�Cb�1．6 滴�C"�

そ　　の　　他 祷�C��6．4 �8�C2�

里見頸 �+(��-ﾈ�X*ﾘ.�-ﾒ� ��3．7 

いも琴 �+h.�*ｨ*(.��+ｸ,ﾉ�ﾈ,ﾈ*(.��37．2 10．2 �#��C"���CR�23．7 11．2 

砂　糖（ジャム） �37．2 66．0 �#X����C��C��40．2 

油　　　　　脂 劔58．6 

豆　叛 ��Y:H�I�ｹV��-ﾘ��+ｲ�+ｸ,ﾉ�ﾈ,ﾉ:B�28．4 93．0 �#��C��ス�Cb�������33．5 41．9 1．4 

魚介類 ��h��ｹｲ���ﾔ鰻��*�,(/����X�ｫ��18．1 35．8 46．5 ��(�C"�#��C2�3x�C2�ユ5．3 28．■4 36．7 

肉　類 ���?r�����ﾔ���V��14．0 10．2 ����Cb�h�C��38．6 16．3 

卵 乳 �40．9 7．9 ��H�C��X�C��21．4 10．2 

野　菜 くだもの 處陏��inﾈﾝ��%y�inﾈﾝ��*ﾘ�ﾈ�8+�.�,ﾂ�*H-�,8*��55．8 96．7 3．3 20．9 鼎H�C��滴�C����Cb����C��48．8 94．4 3．3 5．1 

海　　　草　　　類 �40．5 �3X�Cb�16．7 

つくだ煮 市販調理済食品（誓冨芸 �12．1 6．0 6．5 嶋�C��h�C����Cb�2．8 4．2 1．4 

出現頻度（％）＝出現数／食数×100

性食品不足の時代に比べてよい懐向であるといえるが，

隷黄色野菜の摂取頻度の低さと合わせ考えると，バラソ

スよい食生活への栄養指導が望まれる。

（む　加工食品の利用状況

加工食品の利用状況を図2・3および蓑10に示した。

市販の凍け物類以外は全く使わないという家庭はまれ

であり，弁当やふだんの食事などに，また行事のときの

料理などによく利用しているようである。インスタント

ラーメソは使用経晩の割合が最も高く，他にもシューマ

21



長野県短期大学紀要　第38号（1983）

調理ずみ食品 �48985�5�986y�鰻��冷凍食品 劍*�/�,8-���剋s販潰物顆 

図2　加工食品の使用頻度

図3　加工食品の使用日的

ィ，ギョーザ，ハソバーグ，またおやつに利用されてい

ると考えられるプリソ・ゼリーなどが高い割合を示して

いる。また，つくだ煮，揚げ物塀なども高い割合になっ

ている。蓑8の結果より，これらの食品は朝・昼食によ

く利用されているようである。手軽く，調理時間の節約

をほかることができるためと考えられる。

現在，加工食品は使用目的の多様化にみあうような多

種類のものが開発されており，今彼どのように家庭の食

事の中にとり入れられていくか見守っていきたい。

4　家庭料理と炊事担当者

毎日の炊事担当者は蓑11のようである。約30％の家庭

で祖母が炊事に参加している。（調査対象家庭における

祖母同居の割合は55．8％）

家庭の得意な料理として，郷土食のやきもち（おやき）

22

眉毎日使う

冒2日に1度

田1週間に2回

団1週間に1回

図1月にト2回

Ⅷそ　の　他

□全く償わない

表10　加工食品の使用経験

表11炊事担当者

調査戸数　72戸

をあげている家庭が半数近くあり（蓑12），食生活におけ

る伝統や習慣が受けつがれている。

5　小・中学生と食生活

①　食物に対する欲求とその充足状況
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表12　家庭における得意な料理

調査戸数　72戸

小・中学生が食べたいものとしてあげた上位のものと

その充足度を表13に示した。

前回の調査では，多くのこどもたちが食べたいとあげ

た食物はくだもの類が圧到的であったのに比べ，今回の

調査では，非常にバラエティーに富み，多穫類の食物が

あげられている。また，洋風，中華風の料理も商い欲求

を示すものがふえており，食生活が豊かになってきたこ

とがわかる。また上位にあげられているもののうち，ラ

ーメソ頻，スパゲティ一晩　ハソバーグ・ハソバーガ

ー，ステーキなどほ外食経験からの影響があるのではな

いかと推察される。

また，それぞれの充足度についてみると，前回は一般

に家庭で生産されていると考えられる食品（りんご，ス

蓑13　食物の欲求とその充足状況

昭　和　57　年

食　物　の　橿二　摂l欲求度l充足度

昭　和　36　年

食　物　の　種　類

カ　レ　ー　ラ　イ　ス

ラーメソ他中華風
めん炉

す　　　　　　　し

プリソ・

欧風ケーキ塀
スパゲティー他

欧風めん病
ハソパーク

ハソバーガー

焼き肉・焼とり他
肉料理

メ　ロ：：／・ス　イ　カ

ご他
だもの頻
一・・ム

スケーキ

和風めん叛

卵焼き他卵料理

そ　　　　　　　ば

ス　　テ　　ー　　キ

り　　　ん　　　ご

アイ　スクリ　ーム

ス　　　　イ　　　　カ

チ　三　コ　レ　ー　ト

と　う　も　ろ　こ　し

ハ　　　　ナ　　　　ナ

欲求度：食べたいものとしてあげた人数／総人数×100

充足度：充たされるとした人数／食べたいものとしてあげた人数×100

イカ，トマト　卵，とうもろこしなど）は70′、ノ90％の充

足度であったが，他は充足度の低いものが多かった。今

回は充足度が高くなっており，充足度の低いのはステー

キが45．5％と約半数が食べたいけれど食べられないと答

えているくらいである。

㊤　自分でできる料理

小・中学生が作れる料理があるかどうか調べた結果は

表14・15のとおりである。

小学5・6年生，中学生では90％はできる料理があ

り，女子の方がわずかにその割合が高い。できる料理の

ない人は男子で5人，女子で2人である。できる料理の

内容は表15のようである。カレーライス，サラダなどほ

家庭の得意な料理としても上位にあげられている。特に

カレーライスは小・中学生の食べたいものの調査でも最

も高い割合であり，家庭で好まれて作られているようで

ある。
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表14　小・中学生のできる料理の有無

て∵二三→二、：　∴　　十　≡　・一　　千　一　二・・　∴さ二　I

三二二二二二二二・二
蓑15　小・中学生のできる料理 この地方の郷土食であり，家庭の得意な料理で第1位

にあげられていたやきもち（おやき）は，小・中学生の

できる料理としては，0．9％と低い割合である。現在は

市販のおやきが多く販売されており，今後こういった郷

土食の手作りの技法が伝えられるのかどうか問題であ

るロ

㊥　食事の手伝いについて

食事の手伝いについての状況は蓑16のようである。

男女差がはっきりしており，男子は小学校高学年で

66．7％であるが女子は90％以上であり，女子の方がよく

手伝いをしている。中学生になると女子は95％以上が手

伝いをしているが，男子は46．2％と低下し，食事の手伝

いをしなくなる傍向である。NHEの生活時間調査6）に

複数回答　　　よると，中学生（男女）の家事をする割合は，昭和55年

表16　小・中学生の食事の手伝い

芸才蓋。薫 伝いについて＼＼ �&ｨ�����������傚x�����������剔S　　　　体 

小学 5．6年生 �(hｧy�gH��ﾇb�小学 5．6年生 �(hｧy�c�ﾇb�傅ﾈｧr�X�CiD��b�中学可　計 

9 �#h��?｣R�15 �#B�39 �#B�50l74 

食事の手伝いをする 食事の手伝いをしない ����8�｢�ch�Cr�38�C2� ����8�｢��8�C2�h�Cr�（％） 95．8 4．2 ����8�｢�滴�C��X�C��（％） 83．3 16．7 ��

で39％に減少している。この地区では，食事の手伝いだ

けでも，家庭の中で自分の仕事分担をもつ小・中学生が

多いといえる。しかし，男子中学生においてほ，家庭人

として一人立ちできる人間になるためにも，横極的に家

事の手伝いをしていくことが必要ではないかと考える。

今回調査での手伝う内容についてみると，食事前の準

備に関するもの（食器の用嵐配膳など）43．0％，片付

けに関するもの41．1％，料理作りの手伝い40．2％などで

ある。

④　家族との共食について

家族が食事を共にするかどうかについて調べた結果が

図4である。

朝食をいっしょに食べない理由としては，登校・出勤

時間がずれるというのが最も大きな理由である。夕食で

もいっしょに食べない理由としてほ，帰宅時間のずれが
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a：いつもいっしょに食べる

も：だいたいいっしょに食べる

C：時々いっしょに食べる

d：いっしょに食べない

図4　家族の共食の状況

一番多いが，夕食は朝食に比べ，共食率が高くなってい

る。朝食で共食率が低くなっていることや，共食率の高

い夕食でも，食事パターソでみたように（蓑6），献立の

2本立がみられることなどを考えると，食生活の面で家

族がまとまりにくくなっている傾向がうかがえる。
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Ⅳ　要約

昭和57年8月に長野市小田切小・中学校の児童・生徒

の家庭を対象として食生活を調査し，その結果を約20年

前の実態と比較した。

1．生活用水と調理祭具・燃料

①　調理用水としての利用がみられた井戸，池，泉の

用水は，現在はほとんど使わず，水道水が使われており

衛生的になった。

㊤　調理器具の保有状況は市街地なみとなっている

が，「ほうろく」のような伝承器具も共有している家も

ある。

③　まき，そだが調理用燃料の主体であったものが，

現在はほとんどプロパソガスを利用している。

2．食事の内容

①　ほとんどの家庭で食べられていた麦飯の利用が激

減している。

⑧　夕食に飯を摂る割合が朝・昼食より少なく，めん

塀，粉物の利用が多い傍向ほ，前回の調査と同様であ

る。

㊥　副食は油脂を使った油炒め，天ぷらなどがふえ，

みそ汁，漬け物，焼き魚　生野菜なども前回より増加し

ている。副食の品数は朝食で多く夕食では少ない。

④　食事パターソについてみると，この地方の伝統的

食習慣と考えられる朝食重視の便向は現存している。

㊥　おやつはほとんどの家庭で毎日食べられるように

なった。しかし糖分の多いものの出現頻度が高く，手作

りのおやつは激減している。

3．食事材料の使用状況

①　前回に比べ，蛋白質性食品に急激な増加が見られ

る。

⑧　加工食品の利用状況では，市販噴け物類以外では

全く使わないという家庭はまれである。使用経験度の高

いものは，イソスタソトラーメソ，揚げ物叛などである。

4．家庭料理と炊事担当者

炊事は祖私母，娘が担当していて，家庭での得意な

料理としてほ，郷土食のやきもち（おやき）が第1位に

上げられている。

5．小・中学生と食生活

①　前回に比べ，小・中学生の食べたい食物の種類が

増加し，その充足度も高い。

㊥　小学5・6年生，中学生では90％はできる料理が

あり，女子の方がわずかに高い割合である。

④　食事の手伝いでは男女差がはっきりしており，女

子は90％以上が手伝うが，男子は小学校高学年で67‰

中学生で46％と低下している。

④　共食率は朝食で低く，夕食では9割の家庭がいつ

もいっしょか，だいたいいっしょに食べている。

最後に本研究にあたり，調査実施に御尽力下さいまし

た小田切小・中学枚の校長先生はじめ諸先生方，ならび

に調査回答に御協力下さいました同小・中学校児童・生

徒，御家族の皆様に心から感謝いたします。

なお，本研究の一部は第30回日本栄養改善学会におい

て発表した。

参考文献

1）長野市立小田切中学校学校要覧　昭和54年版

2）長野市統計奪　略和57年版

3）長野県短期大学地域社会文化研究会：農山村の児童，生

徒をめぐる生活環境調査（1963）

4）MDB市場情報シリーズ　食生活総合調査　日本情報サ

ービス（1981）

5）厚生省：昭和56年版国民栄奉の現状　第一出版

6）NHK：日本人の生活時間（1980）

25


